
　
令
和
時
代
に
お
け
る
学
校
の
「
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
」
と
し
て
、
児
童
生
徒
１
人

に
つ
き
1
台
の
端
末
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
の
「
端
末
利
活
用
状
況

習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
の
整
備
の

促
進
に
つ
い
て
」
で
は
、
保
護
者
や
地

域
等
の
十
分
な
理
解
を
得
な
が
ら
、
高

校
に
お
い
て
も
「
１
人
１
台
端
末
」
を

「
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　
22
年
度
入
学
生
か
ら
年
次
進
行
で
実

施
さ
れ
る
高
校
の
新
学
習
指
導
要
領
で

は
、
情
報
活
用
能
力
が
学
習
の
基
盤
と

な
る
資
質
・
能
力
の
１
つ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
情
報
科
に
お

け
る
共
通
必
履
修
科
目
「
情
報
Ⅰ
」
に

お
い
て
、
す
べ
て
の
生
徒
が
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
含
む

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
基

礎
等
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
う
し
た
高
校
の
状
況
や
、
義
務

教
育
段
階
で
学
ん
だ
児
童
生
徒
が
高
校

に
お
い
て
も
切
れ
目
な
く
同
様
の
環
境

で
学
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
か
ら
、
高

校
で
の
「
１
人
１
台
端
末
」
の
整
備
が

急
が
れ
て
い
る
の
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
た
臨
時
休
業
下
で
オ
ン
ラ
イ
ン

等
の
実
態
調
査
（
令
和
３
年
７
月
末
時

点
）（
確
定
値
）」
に
よ
る
と
、
21
年
７

月
の
時
点
で
、
全
国
の
公
立
の
小
・
中

学
校
の 

96
％
超
が
、
全
学
年
ま
た
は
一

部
の
学
年
で
端
末
の
利
活
用
を
開
始
し

て
い
る
。

　
同
調
査
で
は
、
義
務
教
育
段
階
に
お

け
る
学
習
者
用
端
末
１
台
あ
た
り
の
児

童
生
徒
数
は
１・
０
人
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
20
年

３
月
時
点
で
の
６・６
人
か
ら
、「
１
人

１
台
端
末
」
環
境
の
実
現
に
向
け
て
の

整
備
が
一
気
に
進
ん
だ
こ
と
が
分
か

る
。
23
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
小
・
中

学
校
に
「
１
人
１
台
端
末
」
と
校
内
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
こ
れ
ま

で
の
教
育
実
践
と
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
図
る
こ
と
で
、
教

師
・
児
童
生
徒
の
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」（
図

１
）
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
小
・

中
学
校
に
お
い
て
は
大
き
く
前
倒
し
さ

れ
た
格
好
だ
。

　
ま
た
、
平
常
時
に
は
、
小
・
中
学
校

の
26
・
１
％
が
持
ち
帰
り
学
習
を
実
施

し
て
お
り
、
66
・
５
％
は
非
常
時
に
持

ち
帰
り
が
実
施
で
き
る
よ
う
な
準
備
が

完
了
し
て
い
る
こ
と
も
、
同
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
高
校
に
お
い
て
も
、「
１
人
１
台
端

末
」
の
整
備
が
急
が
れ
て
い
る
。
21
年

12
月
に
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育

局
か
ら
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
教
育

長
な
ど
に
通
知
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る
高
等
学
校
の
学

ＧＩＧＡスクール構想図１

これまでの
教育実践の蓄積

学習活動の一層の充実
主体的・対話的で深い学びの
視点からの授業改善

ＩＣＴ× =

◎１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、特別な支援
を必要とする子どもを含め、多様な子どもたちを誰１人取り残すことなく、公正に個別最適
化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現する

◎これまでの我が国の教育実践と最先端のＩＣＴのベストミックスを図ることにより、教師・
児童生徒の力を最大限に引き出す

高校における
「1人１台端末」の現状

「ＧＩＧＡスクール構想」の実現に向けた方策の１つとして推進されている、
児童生徒１人につき1台の端末（以下、「１人 1台端末」）の整備。

ここでは、高校における「１人 1台端末」の整備状況と、
整備済みの学校の活用実態を、データや実践者の声を基に整理する。

理整題課

※文部科学省「GIGAスクール構想の実現へ」を基に編集部で作成。

「
情
報
Ⅰ
」
の
新
設
な
ど
か
ら
も

高
ま
る
「
１
人
１
台
端
末
」
の
必
要
性

「
端
末
で
授
業
が
活
性
化
」

先
進
校
は
活
用
に
手
応
え
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授
業
を
行
う
な
ど
、
学
び
を
止
め
な
い

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
高
校
現
場
で

も
端
末
の
活
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
ベ

ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
の
調
査（
＊
）

に
よ
る
と
、「
１
人
１
台
端
末
」
の
整

備
が
完
了
し
て
い
る
高
校
は
３
校
に
１

校
に
上
る
（
図
２
上
）。
ま
た
、
端
末

を
「
授
業
で
は
全
く
使
わ
な
い
」
と
い

う
高
校
は
約
21
％
で
あ
り
、
８
割
近
く

の
高
校
が
授
業
で
端
末
を
利
用
し
て
い

る
（
図
２
下
）。

　
端
末
の
用
途
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
用
い
た
情
報
収
集
に
と
ど
ま
ら
ず
、

資
料
作
成
や
作
品
制
作
、
グ
ル
ー
プ
や

学
級
全
体
で
の
発
表
・
話
し
合
い
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
（
図
３
）。
ま

た
、
端
末
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
教
師

は
、「
授
業
が
活
性
化
さ
れ
る
」「
指
導

の
効
果
が
高
ま
り
、
授
業
の
質
が
上
が

る
」
と
い
っ
た
教
育
効
果
を
感
じ
て
お

り
、
そ
の
割
合
は
７
割
を
超
え
て
い
る

（
図
４
）。

　「
１
人
１
台
端
末
」
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
授
業
に
つ
い
て
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ

ｅ
ｘ
ｔ
』
高
校
版
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
に

ア
ン
ケ
ー
ト
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
様
々

な
実
践
が
寄
せ
ら
れ
た
（
Ｐ
．６
下
囲

み
）。
一
方
で
、「
教
師
に
よ
る
指
導
の

格
差
が
大
き
く
な
る
」
と
い
っ
た
懸
念

も
現
場
か
ら
は
指
摘
さ
れ
、「
授
業
準

備
に
時
間
が
か
か
る
」「
授
業
中
の
機

器
の
操
作
が
大
変
」
と
い
っ
た
点
を
心

配
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
る
（
図
４
）。

『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
高
校
版
の
読

者
モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
不

高校での端末の活用図２

高校全体

公立

私立

1人1台の
可動式専用端末

生徒数人に1台の
可動式共用端末

専用教室に
共用端末 その他

公
私
別

33.3

27.4 30.2 38.8 3.6

47.5 13.6 33.1 5.8

25.0 37.3 4.4

高校全体

7割以上の授業で使う
1割程度の
授業で使う

1割未満の
授業で使う

授業では
全く
使わない

14.7

半分程度の授業で使う
2～3割程度の授業で使う

11.5 18.6 15.0 18.7 21.4

■生徒がデジタル端末を授業で使う頻度

■デジタル端末の利用環境

生徒による１人１台端末の用途（上位５項目を掲載）図３

インターネットを用いて
情報収集を行う

資料を作成したり、
作品を制作したりする
写真や動画を撮影して

学習に活用する
グループや学級全体での
発表・話し合いを行う
学習した成果や考えた

プロセスを記録・保管する

0 20 40 60 80（％）

71.6

52.7

51.0

48.8

48.6

教師にとってのデジタル化の影響図4

コロナ禍による休業の時にも指導ができる

不登校の生徒にも指導ができる

授業が活性化される

指導の効果が高まり、授業の質が上がる

生徒の学習状況を把握しやすくなる

学習履歴によって生徒を評価しやすくなる

指導の効率がよくなり、負担が減る

生徒一人ひとりの習熟度に合わせやすくなる

生徒とコミュニケーションが取りやすくなる

0 20 40 60 80 100（％）

プ
ラ
ス
の
影
響

教師による指導の格差が大きくなる

授業準備に時間がかかる

学校の情報セキュリティーのリスクが心配

授業の進め方を変えるのが大変

授業中の機器の操作が大変

指導計画を立てにくくなる

マ
イ
ナ
ス
の
影
響

92.8

77.2

75.8

73.1

67.8

59.1

52.7

47.4

46.5

87.7

82.4

66.4

57.3

55.8

26.5

＊　図２〜５は、ベネッセ教育総合研究所「高等学校の学習指導に関する調査 2021」（2021 年８〜９月実施、回答者数 3,214 人）を基に編集部で作成。

※「よく行っている」+「時々行っている」の比率（％）

※「とてもそう思う」 「まあそう思う」の比率（％）

授業が進化！ 学びが深化！「１人１台端末」最前線
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「1人1台端末」が整備されたことで実現できた授業

慣
れ
な
同
僚
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
自
分
の
仕
事
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
、
自
身
が
直
面

し
て
い
る
問
題
を
打
ち
明
け
る
声
も
寄

せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
懸
念
の
解
消
や
問
題
の
解

決
の
鍵
を
握
る
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
や
研
修
の

実
施
だ
が
、
そ
う
し
た
環
境
が
充
実
し

て
い
る
と
考
え
る
教
師
は
ま
だ
少
な
い

（
図
５
）。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
向
け
た
組
織

的
な
取
り
組
み
が
、
今
後
も
求
め
ら
れ

る
。

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
１
人
１
台
端

末
」
が
整
備
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で

き
た
、
授
業
を
中
心
と
す
る
実
践
事
例

を
紹
介
す
る
。
多
様
な
教
科
の
取
り
組

み
や
活
用
の
工
夫
と
と
も
に
、
組
織
的

な
実
践
に
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
視

点
や
仕
組
み
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

探究学習

英語

数学

物理

教科書の内容に対する自分の意見を英語でスピーチし、その音声データを端末からサー
バーにアップして、クラス内で共有させています。ほかの生徒のスピーチを、自由に、
何度でも聞けるようになりました。→生徒のアウトプットの共有が容易に！

端末を使って生徒が議論し、教え合い、考えを練り上げ、それをプレゼンテーション
ソフト上で共有しています。協働的に思考し、アウトプット物をつくる学習活動でも、「1
人1台端末」は非常に効果的です。→協働の機会が増加！

デジタル端末を利用する環境の充実度図５

安定した高速ネットワーク環境

校務支援システムの整備・運用

様々な環境整備のための予算

0 20 40 60（％）

シ
ス
テ
ム

51.8

49.7

29.2

ＩＣＴ活用促進のための分掌・組織の設置

ＩＣＴ機器の活用を推進する計画の立案

ＩＣＴ支援員の配置

組
織
・
計
画

40.7

30.8

26.3

学習ツールやソフトの整備

デジタル教科書や教材の活用

ツ
ー
ル

36.9

31.0

教師間の活用ノウハウの共有

ＩＣＴ機器を活用した教科指導に関する研修

授業準備に使える時間

他校や他自治体の取り組み事例の共有

教
師

31.3

28.9

20.8

15.4

生徒それぞれの理解度に応じた家庭学習課題を配信しています。自分に合った質・量
の課題が自分の端末に送られてくることで、生徒は安心して学習に取り組み、手応え
を感じているようです。→学習者一人ひとりに最適な学習が実現！

波動実験装置の動きを自分の端末で撮影し、分かりづらい波動の動きをコマ送りして
観察させました。今まで理解しにくかった現象を、自分が納得いくまで確認できるよ
うになりました。→抽象的でイメージしづらかった事象が生徒の手元で具体化！

上記のような「1人1台端末」の効果的な活用を、
組織的に実現している３校の具体的な実践を次ページから紹介

「1人1台端末」の整備によって、教師や生徒の「したい」が「できる」に変わる

出典 /『VIEW next』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは、2021 年 12 月にウェブとファクスで実施）

※「とても充実している」+「まあ充実している」の比率（％）
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